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1 講義/レポート提出 教室

オーナーシップ力 ライフサイクル

プ ラ ク テ ィ カ ム

イベント / ケース 教育技法 マテリアル / ツール

リーダーシップ力 評価・検証

ネゴシエーション力 リーガルマインド

戦略立案 変革推進力 変革

標準化 コミュニケーション力 導入・運用

グローバル法令・実務 問題解決力 調査・分析

マネジメント プレゼンテーション力 設計・開発

基盤法令・テクノロジー 問題発見力 企画

応用法令・実務・テクノロジー 独創力 構想

※ 欠席が、2コマ（90分＝1コマ）を超える場合は、単位修得にも影響する。欠席の際は、事前連絡を徹底すること。

※ 担当する教員は実務家教員とする。

※ 授業にて配布する資料等教材や講義収録映像・音声の無断転用・転載を禁じます。

コ ン ピ テ ン シ 修 得 目 標

知識領域（Ｙ軸） ヒューマンパワー（Ｚ軸） 思考プロセス（Ｘ軸）

到達（修得）目標

知的財産戦略の実務を学び、その運用実践のための基本的事項を理解し、戦略立案に必要な事項を企業の状況に応じ判断でき、企
業における知的財産戦略の立案・実行ができるようになる。

受講対象者

知的財産部門の企画、管理等担当者、マネージャー、CIPO等、またはこれらを目指す者／知的財産戦略の実践を目指す企業経営者、
経営企画者等／大学・TLO・研究機関等の知的財産企画・管理担当者等／弁理士／知的財産経営コンサルタント等

履 修 上 の 注 意 事 項 や ア ド バ イ ス

知的財産戦略とその実務に関する守備範囲はかなり広く、ここで学ばなければならない内容も多肢にわたる。
したがって、一つ一つ整理をし、不明な点は積極的に授業の内外を問わず質問してもらいたい。

IPランドスケープ要論 特許情報実務特論 技術標準化と経営戦略特論

授 業 の 概 要 と 到 達 目 標

授業の主題と概要

企業における知的財産戦略の実務を理解し、知財財産戦略を立案・実行するための知識を修得させることにより、企業における知的財産専門家及び管
理者としての両面を満たすことのできる実務的な能力を身に付けることを本講義のテーマとする。

講義は、わが国で知財先進企業と評価される４社の知財部門の責任者（現役及び元職）である著名な４名の実務家客員教授により、現場での生々しい
知財と知財戦略について講義を行う。　各教員の一つ一つの言葉に、真剣に耳を傾け、知財（ここでは、特許に関するものが多いが）のパワーと、現実に
実践された知財戦略を感得してもらいたい。

知財は、出願件数を競うものではなく、企業価値を最大化させるための最強のツールとして活用すべきものであり、知財戦略は、企業経営に多大な影響
を及ぼす知財のパワーを最大限にまで引き出す方法論である。そして、戦略の成功・失敗は、戦略策定の繊細さと、策定された戦略を実行する大胆さに
左右される。特に、戦略実行の大胆さについては、多様で、かつ、深い、かなりの数の経験に大いに影響を受けることがわかるであろう。各教員が、いくつ
もの、知財における実際の修羅場をくぐり抜けてきた真の“いくさ人”であるからこそ、講義における一つ一つの言葉は、真の知財プロを目指す院生の心
に、必ずや今後の指針を残すであろう。

酒井 宏明
佐久間 直子
地曵 慶一
長澤 健一
別所 弘和

- メールアポイントにて随時

関 連 し て い る 科 目 (履修推奨科目)

知的財産マネジメント要論 知的財産戦略実務特論１ 知的財産契約特論

科　目　分　野 課　程　領　域

知的財産戦略 知的財産マネジメント専門科目

担 当 教 員 名 メールアドレス 連絡方法 / オフィスアワー

知的財産戦略実務特論２
Ｚ 150 １単位 ４学期 ハイフレックス

Intellectual Property Strategy Practicum　2

KIT虎ノ門大学院　学習支援計画書（シラバス） 

科　目　名 科目コード 単位数 開講期 講義形式



平常点（出席含む）

レポート評価

コマ 時間

イベント

※ 講義日程は、学事ポータルの講義日程表をご参照ください。
※ 学習内容やスケジュールは、状況に応じて一部変更・改善が生じる場合があります。

イベント 戦略要素についてのディスカッション

7.8 知的財産戦略の最新事例についてのケーススタディ（4）
１）祖業の喪失からなしとげた事業変革に応じて進化・拡大してきた富士フイルムの知財活動
２）AI活用DXにより、さらなる変化を迎えている今のチャレンジ（インハウス知財部の提供価値の再定義）

１）はレクチャー、２）は一部、参加メンバーとのディスカッションも取り入れたいと考えています。

酒井
佐久間 180分

2026.07

イベント 戦略要素についてのディスカッション

5.6 知的財産戦略の最新事例についてのケーススタディ（３）
自動車分野（ホンダ）の知的財産戦略
自動車分野に特有の知的財産戦略に焦点を当てて、発明の取扱い、権利化、及び権利活用における知
的財産戦略とマネジメントについて、特にホンダにおける具体的事例を含めて講義する。

酒井
別所

180分

イベント

3.4

企業における知的財産及び知的財産部の役割
知的財産戦略の最新事例についてのケーススタディ（2）
ＩｏＴ／ＡＩを駆使する電気機器分野、特に、イメージング、プリンティング、メディカル、インダストリー等、異
なるビジネスをグローバルで行う場合に特有の知的財産戦略に焦点を当てて、ここ数年行ってきた活動、
コロナ禍ＥＳＧ経営、経済安全保障等の』昨今の情勢に鑑みた今後の活動、更には、法制度の在り方など
を交えて講義する。特に、キヤノングループにおける発明の取扱い、権利化、権利活用を含む知的財産
戦略とマネジメントについて具体的事例を示して説明する。
※社会情勢の変化やビジネスの変化などを取り入れた最新の内容とするため、内容を一部変更する可能
性がある

酒井
長澤 180分

参 考 Ｕ Ｒ Ｌ

各講師が在籍している（していた）企業のＵＲＬを適時参照

学 習 内 容 担当者

1.2
酒井
地曵

180分

※ 追加する場合を含め、一部変更となる場合もございますので予めご了承ください

テキスト
（購入が必要）

適時資料を配布
知財先進企業で知的財産を統括してきた、この業界
でも大変著名な教員による講義であるので、興味深
く、文献等にはない貴重な内容となる。

参考図書
（購入は任意・講師推奨）

適宜紹介する

企業における知的財産及び知的財産部の役割
知的財産戦略の最新事例についてのケーススタディ（1）
貝印の知財戦略：経営中核としての知財部門と企業競争力を高める多面的アプローチ
知財活用で先進的な企業の多くは、経営層の理解に基づくトップダウン型の知財戦略を展開していると
一般に認識されている。また、そうした体制を目指しIPランドスケープ等の手法を用いて「いかに経営層に
知財の価値を届けるか」という課題に直面している実務家も多い。他方、弊社の事例においては、経営方
針における知財の明文化にとどまらず、現場の社員一人ひとりが知財活用の有用性（利益実感）を体感し
ている点に特徴がある。この実感があるからこそ、自ずと知財部門を巻き込み事業へと活かす自発的なプ
ロセスが生まれている。本講義では、企業競争力の向上をはかる過程において、知財部門によるボトム
アップでの知財戦略の全社浸透と事業貢献の重要性について学習する。

10%
毎回、事務室より出席簿を準備する。
レポート（4回）の課題、提出時期等については、原則として授業時に発表する。

90%

合計 100%

テキスト・参考図書など 備　考

評　価　の　方　法

(総合評価項目と割合) 評　　価　　の　　要　　点

金沢工業大学 虎ノ門キャンパス事務室 TEL 03-5777-2227 FAX 03-5777-2226 MAIL tokyo@kanazawa-it.ac.jp    


